
　利尻島南浜湿原は、これまで湿原研究者による

学術的な調査は行われていなかった。このため、

その現状を把握するとともに、その価値を具体化

する活動を行えるよう南浜湿原の物理的環境等の

調査を以下の項目で行った。調査対象地区は図１

－１のとおりである。

１． 植物調査

　２００４年４月から、１０月まで南浜湿原に分布する

植物のリストアップと芽吹き・開花・結実といっ

た生活史を記録した。確認できた種はシダを除き、

４２科１０５種で、うち帰化種は１７種であった。シダ類

は８種であった。

２．地域住民からの聞取り調査

　２００４年７月１日、調査の目的と概要を説明する

とともに、南浜町内会の方々を対象に、これまで

の湿原の利用状態や保全に関しての意見を聞き取

りした。

３．ササ前線調査

　南浜湿原中央部の高層湿原内に向かって２方向

（東→西、南→北）により侵入しているようにも

見受けられ、１×２ｍ方形区をこの２方向のササ

前線に対して長辺が直交するように方向区を２箇

所に設けた。２つの方形区は、東方から湿原中央

に向かう「木道東」区、及び南方から湿原中央に

向かう「木道西」区とした。２方形区を比べると、平

均高さは木道東が高く（約２.５～３倍）、木数及び

葉枚数は木道西が多かった（約２倍程度）。この違

いは、方形区内に限らず、木道の東西で相観的に

も明らかであった。このことは、両調査区でのサ

サの生育環境が異なることを示すものと推察され

た。　この要因として、地下水位、土壌の無機環境、

土壌物性などが考えられている。

　次に、平均高さ、本数、葉枚数について３時期

の時系列変化を見ると、平均高さに変化が見られ

なかったのに対して、本数及び葉枚数について３

時期の時系列変化を見ると、平均高さに変化が見

られなかったのに対して、本数及び葉枚数は７月

から９月にかけては増加し、１１月には減少する傾

向が見られた。７月から９月にかけて増加したの

は、生育及び増殖によるものであり、１１月に減少

したのは枯死または落葉によるものであるといえ

る。

４．泥炭形成過程調査

　南浜湿原においては、その深さ及び堆積履歴は

全く未知であることから、現植生が形成されるバ

ックグラウンドとして、今回、泥炭採取調査を行

い、湿原の形成過程の一端を明らかにすることを

試みた。

　２００４年９月２３日に、ピートサンプラーを使用し

て、湿原中央部の１箇所において、５０cmごとに穿

孔し泥炭を採取した。採取した泥炭については、

現場で、ピートサンプラー上において層序を確認

したのち、層別に色、鉱物混入状況、分解度、主

な構成植物について観察するとともに、層ごとに

容器にその一部を採取した。採取した泥炭のサン

プルは、性状、優占的な植物、その他の植物につ

いて観察し、それらの結果から湿原のタイプを推

定したが、泥炭中の植物種の特定は困難なものが

多く、不明なものは形状的観察にとどめた。また

湿原のタイプは、観察された植物の量と優占度を

定性的に判断し、便宜上ヨシ湿原タイプ（低層湿

原）、スゲ湿原タイプ（中間湿原）、ミズゴケ湿原
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タイプ（高層湿原）及びその中間タイプに区分し

た。

　泥炭は、２９層に分けて採取し、最下層は４２０ｃｍ

で、その下は基盤層としての粘土層であることが

わかった。

　次に植物遺体の判別結果をもとに、過去の湿原

タイプを推定しその層序構造を図２－１に模式的

に示した。湿原形成開始から現在までの変遷を見

てみると、最底部の４００～４２０cmはヨシ湿原タイプ

となっており、地表～４２０cmはミズゴケ湿原タイ

プが大半を占め、ところどころスゲ湿原タイプの

層が確認され、湿原形成の早い段階からミズゴケ

湿原が発達したことが明らかとなった。各層ごと

に最も優占していると思われるタイプを、３つの

湿原タイプごとに層厚を合計すると、ヨシ湿原タ

イプが２０cm、スゲ湿原タイプは２７０cmとなってお

り、層厚で見る限り過去の堆積のうち約３分の２

がミズゴケ湿原タイプであることが明らかとなっ

た。また、連続した層厚としてスゲ湿原タイプと

ミズゴケ湿原タイプとを比較すると、スゲ湿原タ

イプの方が比較的層厚の小さい傾向がみられた。

なお１１０～２００cmには、約２mに及ぶミズゴケ湿原

タイプのほぼ連続した堆積が見られた。

　これらのことから、形成当初は沼畔または氾濫

原として表流水の影響を直接受けていたものと考

えられたが、この時期は相対的に長くはなく、以

後降水涵養の性格を強くしながら長い期間をかけ

て湿原が発達してきた様子がうかがえる。その家

庭において、周辺丘陵部及び降水からの流入と、

蒸発散及び重力排水による流出との水収支バラン

スが微妙に維持されながら、ミズゴケ湿原タイプ

の植生が概ね持続的に発達し長い年月をかけて堆

積が進んできたものと想像される。

５．気象観測

　湿原の植生環境と水文環境とは不可分のもので

あり、水文環境を評価するためには、基礎データ

として降水量、気温、日射量、積雪といった気象

データが必要であり、現地に観測計器を設置して

気象観測を行うとともに、冬期間の積雪について

も現地調査を行った。

　観測機器は２００４年７月１日に設置し、雨量計は

１１月２２日に取り外し、気温及び日射は現在も継続

して観測中である。

　次に涵養源としての積雪の実態を把握するため

に、冬期において積雪深及び積雪水量を観測した。

積雪深は湿原の調査対象地区とメヌショロ沼の間

に２０ｍ間隔で方形に設置した４本の測深棒から読

み取った積雪高さを平均して求めた。積雪水量は

直径が既知のスノーサンプラーを用いて柱状に採

取した雪の量（ml）からmmを計算し、平均積雪

深に換算した。

　南浜湿原における観測期限内を通じた平均気温

は７.１℃、最高気温は２９.９℃、月最高気温の平均は

１８.８℃、最低気温は－１７.４℃、月最低気温の平均は、

－４.９℃ であり、沓形と比較すると、期間平均で

０.６℃ 低く、期間最高で３.８℃ 高く、月最高の平均

で２.９℃ 高く、期間最低で３.６℃ 低く、月最低の平

均で３.０℃低かった。全般に低めで格差が相対的に

大きい傾向が見られた。気温及び日射量は湿原か

らの蒸発散量の推定に必要であり、今後蒸発散に

関する解析を進めていくとともに、引き続き観測

を継続していくこととしたい。

　次に降雨量について、南浜湿原と沓形の２００４年

７月から１１月までの、月別の積算降水量を表３－

２及び図３－３に示した。期間内の合計を見ると、

南浜湿原で４６７mm、沓形で４４８mmと、南浜湿原の

方が１９mm多かった。月別の変化を見ると、９月

が最も多く、次いで７月が多かった。期間内で最

も少なかったのは、南浜では１０月、沓形では８月

であった。両地点を月別に比較すると、１１月が沓

形の方が多かった以外はいずれの月も南浜の方が

多いという観測結果となった。

　次に、積雪については、南浜湿原における積雪

深いと沓形アメダスにおける冬期降水量を図３－
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４に示した。３月２日で最大積雪深１．５４ｍを記録

した。また、３月６日及び３月２７日に計測した積

雪水量はそれぞれ４９８.２mm、４８５.７mmとなり、こ

の数値がほぼ最大積雪水量に相当するものと推定

された。

６．地下水位観測

　湿原環境の把握と保全に向けた評価を行ってい

く上で、湿原環境を規定する最も基本的な物理現

象である地下水位のレベルと変動状況を把握する

ため湿原内に地下水位観測用の井戸を設けて地下

水位の観測を行った。

　調査対象地区（図１－１参照）に、現地木道と

交差する東西のラインを設定し、４箇所（西から

第１～４号井戸）に井戸を設置した。そのうち、

第１号及び第４号井戸にウイジン製のUIZ３６３５の

自記式水位計を設置し、第２号及び第３号井戸で

手計測を行った。各地点の植生は第１号と第２号

井戸はミズゴケ群落であり、第３号及び第４号井

戸はミズゴケも一部に見られるが、ササが優占し

ている植生となっている。

　このほか、湿原の南端にあるメヌショロ沼の水

位変動を把握するため、湖畔においても自記式水

位計を用いて観測を行った。

　第１号と第４号井戸における連続観測は、２００４

年７月１日に現地据え付け、１時間インターバル

で現在まで継続して観測を行っている。また、沼

の水位変動観測についても、９月２２日に現地に据

え付け、１１月２２日に撤収した。観測インターバル

は１時間とした。

　手計測については、２００４年７月１０月から２００５年

３月６日にかけて１４回実施した。計測方法は、目

視でメジャーを使って井戸縁から水面までの距離

を測る方法によった。

　連続観測のうち、第１号井戸については一部何

らかの原因によるノイズが確認されたが、今日ま

で良好にデータが取得されている。これに対して

第４号井戸は、機器の不調等により測定した結果

かが得られておらず、９月２２日に一度水位計を交

換した。９月までのデータに関しては、センサー

の大気圧感知部分におけるごみのつまりが原因と

して考えられるが、第４号井戸の地点そのものが、

ササ地は水位変動が大きく平均水位が低いという

従来の知見とは異なる可能性がある。

　図３－５に第１号井戸における地下水位の連続

観測結果と実測した雨量を示した。なお地下水は

地表面からの相対水位で示してある。これを見る

と、降水を受けて地下水位は上昇し、降水がなく

なればゆるやかに低下していくという地下水の一

般的なパターンを示していた。２００４年７月１日か

ら２００５年３月６日の期間における最高水位は＋

０.０cm、最低水位は－２２.８cmであり、変動幅は

２２.８cm、平均水位は－１１.８cmとなった。サロベツ

湿原などと他の調査研究より、高層湿原が良好に

維持される水位は地面より２０cm以内が目安であ

り、これを踏まえて考察すると、期間中２０cmを下

回ったのは８月下旬の１回のみと言え、本地点に

おいては、高層湿原が生育するのに十分な地下水

位変動条件があるものと評価できる。

　一方第４号井戸では、２００４年９月２２日から２００５

年３月６日の期間における最高水位は－６.８cm、

最低水位は－２２.１cm、変動幅は１５.４cm、平均水位

は－１５.０cmとなった。前述したように、ササ植生

の地点としては水位が安定しており、他の要因が

関係している可能性もある。

　なお、第１号及び第４号井戸における冬期間の

水位を見ると、非常に安定した水位を示しており、

高田（未発表）が同様のミズゴケ湿原である石狩

泥炭地の月ケ湖湿原で観測している地下水と同じ

傾向を示した。

　次に、手計測の地下水位観測を行った同じ日時

の連続観測データと合わせて、積雪前までの第１

～４号井戸のラインにおける地下水位の分布と変

動を、図３－６に示した。ここで一番上の太いラ

インは、次節で行った地表面のレベル測量の結果
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より地表面の相対高さを示している。この図より、

地表面の起伏はほとんどなく、また地下水位の変

動はほぼ－１０から－１５��の間で安定しているこ

とが示された。各地点の平均地下水は、地表面と

の相対的水位として、第１号井戸－１２�５��、第２

号井戸－１４�７��、第３号井戸－８�９��、第４号井戸

－１３�８��であった。

７．地形測量

　面的に水文環境を評価するには、表面の微地形

勾配が基礎データとして重要であることから、湿

原南端にあるメヌショロ沼付近から各種観測調査

を行っている湿原中心部にかけての地表面レベル

測量を行った。併せて、メヌショロ沼の水深につ

いても測定した。

　２００４年９月２３日に、地表面のレベル差について

水準測量器を用いてレベル測量を行った。メヌシ

ョロ沼から流出する水路と木道の交差点に設けら

れた橋の南東側の杭上を基準点（起点）として、

沼の水位測定井戸と沼畔の地盤面、湿原中心部の

調査対象地区各井戸の位置、及びササの調査を行

っている方形区の位置のそれぞれについて、移動

途中の計測点を含めて計１７箇所で相対標準高を測

った。　

　沼の水深は、２００４年９月２２日にボートを使用し

て計測した。その結果、メヌショロ沼の水深は、

測定した８地点で最も深いところが８７�５��、最も

浅いところが７１�５��、平均水深が７９�９��と、湖底

の起伏はほとんどなく、８０��前後と平坦であるこ

とがわかった。

　次に、図３－８に起点から湿原内調査地区の相

対標高を示した。湖畔から、気象及び地下水位観

測等を行っている地区へはゆるやかな昇りとなっ

ており、その標高差は約１�５�であった。また、湿

原内調査地区内の、４つの地下水位観測地点及び

２つのササ調査地点の間では、ほとんど勾配は見

られなかった。

８．地域での調査報告会（経過報告）

　平成１６年９月２３日、泥炭調査を行うこととあわ

せて、南浜町内会・関係機関・会員・一般の方々

を対象に「南浜湿原調査」の経過報告を行った。

９．総括及び今後の課題

　南浜湿原は、北海道内でも低地のアカエゾマツ

が伴ったミズゴケ湿原として学術的にも価値が高

く、利尻島を構成する生態系のひとつとして、ま

た北海道における多様な湿原生態系のひとつとし

て、さらには、隣接する沼浦湿原とともに、日本

でも類例のない陸化が進行している湿原として極

めて貴重性が高い可能性もあり、適切な保護に向

けた現状及び変化の把握が急務であると考えられ

る。

　その意味で、今回、南浜湿原の植生環境に関わ

る因子のうち、ササ前線の動態、泥炭堆積履歴

（形成過程）、気象環境、地下水位、地形等につい

て、その一端を把握することができた意義は大き

いものと言える。今後も具体的な保全のあり方に

ついての検討に足る情報を得るために、更に、観

測、調査、解析評価などを行っていく必要がある

ものと考える。

　終わりに、本研究に助成いただいたタカラハー

モニストファンドにあらためてお礼を申し上げま

す。また、調査にご協力いただきました利尻富士

町及び教育委員会、利尻町立博物館、南浜自治会、

利尻礼文サロベツ国立公園パークボランティアの

会の方々へも感謝を申し上げます。

　なお、本研究は北海道環境学研究センター、高

田雅之氏の指導及び協力を得て行ったものです。
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